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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モノマーと、顔料分散樹脂と、表面調整剤とを含有する、活性エネルギー線硬化型イン
クジェットインキ用非水系溶解液であって、
　表面調整剤が、シリコン系又はフッ素系の表面調整剤を含み、
　顔料分散樹脂の含有量が、溶解液全量に対して０．０５重量％以上４重量％以下であり
、
　表面調整剤の含有量が、溶解液全量に対して、０．０１重量％以上１０重量％以下であ
り、
　モノマーが、イソボルニルアクリレート、ラウリルアクリレート、シクロヘキシルアク
リレート、テトラヒドロフルフリルアクリレート、４－ｔ－ブチルシクロヘキシルアクリ
レート、カプロラクトン変性テトラヒドロフルフリルアクリレート、ｔ－ブチルアクリレ
ート、イソブチルアクリレート、イソオクチルアクリレート、イソステアリルアクリレー
ト、ステアリルアクリレート、イソアミルアクリレート、トリメチロールプロパンフォル
マルモノアクリレート、トリフルオロエチルアクリレート、アクリロイルモルホリン、Ｎ
－ビニルピロリドン、ヒドロキシフェノキシエチルアクリレート、ヒドロキシフェノキシ
プロピルアクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシプロピルア
クリレート、４－ヒドロキシブチルアクリレート、２-アクリロイロキシプロピルフタレ
ート、β-カルボキシルエチルアクリレート、ベンジルアクリレート、メチルフェノキシ
エチルアクリレート、２－フェノキシエチルアクリレート（あるいは、そのエチレンオキ
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サイド並び／またはプロピレンオキサイド付加モノマー）、フェノキシジエチレングリコ
ールアクリレート、１、４-シクロヘキサンジメタノールモノアクリレート、Ｎ－アクリ
ロイルオキシエチルヘキサヒドロフタルイミド２－メトキシエチルアクリレート、メトキ
シトリエチレングリコールアクリレート、２－エトキシエチルアクリレート、３－メトキ
シブチルアクリレート、エトキシエトキシエチルアクリレート、ブトキシエチルアクリレ
ート、メトキシジプロピレングリコールアクリレート、ジプロピレングリコールアクリレ
ート、エトキシ化コハク酸アクリレート、ω-カルボキシポリカプロラクトンモノアクリ
レート、エチレングリコールジアクリレート、ジエチレングリコールジアクリレート、ポ
リエチレングリコールジアクリレート、ジプロピレングリコールジアクリレート、１，６
－ヘキサンジオールジアクリレート、１，９－ノナンジオールジアクリレート、１，１０
－デカンジオールジアクリレート、エトキシ化１，６－ヘキサンジオールジアクリレート
、ネオペンチルグリコールジアクリレート、ポリプロピレングリコールジアクリレート、
１，４－ブタンジオールジアクリレート、テトラエチレングリコールジアクリレート、２
－ｎ－ブチル－２－エチル－１，３－プロパンジオールジアクリレート、ヒドロキシピバ
リン酸ネオペンチルグリコールジアクリレート、１，３－ブチレングリコールジアクリレ
ート、トリプロピレングリコールジアクリレート、エトキシ化トリプロピレングリコール
ジアクリレート、ネオペンチルグリコール変性トリメチロールプロパンジアクリレート、
ステアリン酸変性ペンタエリスリトールジアクリレート、ネオペンチルグリコールオリゴ
アクリレート、１，４－ブタンジオールオリゴアクリレート、１，６－ヘキサンジオール
オリゴアクリレート、エトキシ化ネオペンチルグリコールジアクリレート、プロポキシ化
ネオペンチルグリコールジアクリレート、トリプロピレングリコールジアクリレート、ビ
スフェノールＡジアクリレート、ジメチロールートリシクロデカンジアクリレート、プロ
ポキシ化ビスフェノールＡジアクリレート、エトキシ化ビスフェノールＡジアクリレート
、ビスフェノールＦジアクリレート、エトキシ化ビスフェノールＦジアクリレート、プロ
ポキシ化ビスフェノールＦジアクリレート、シクロヘキサンジメタノールジアクリレート
、ジメチロールジシクロペンタンジアクリレート、イソシアヌル酸ジアクリレート、プロ
ポキシ化イソシアヌル酸ジアクリレート、アクリル酸２－（２－ビニロキシエトキシ）エ
チル
からなる群より選択される一種以上である、
活性エネルギー線硬化型インクジェットインキ用非水系溶解液。
【請求項２】
　モノマーが、溶解液を用いるインキに使用されている少なくとも１種類以上のモノマー
を溶解液全量に対して、３０重量％以上含む、請求項１記載の溶解液。
【請求項３】
　モノマーが、単官能または２官能モノマーを含む、請求項１または２記載の溶解液。
【請求項４】
　モノマーが、ジプロピレングリコールジアクリレート、アクリル酸２－（２－ビニロキ
シエトキシ）エチル、及びフェノキシエチルアクリレートからなる群から選択される１種
又は２種以上を含む、請求項１～３のいずれか記載の溶解液。
【請求項５】
　さらに、溶解液全量に対して０．０１～５重量％の重合禁止剤を含む、請求項１～４い
ずれか記載の溶解液。
【請求項６】
　さらに、有機溶剤を含む請求項１～５いずれか記載の溶解液。
【請求項７】
　有機溶剤が、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテートおよび／またはジエ
チレングリコールジエチルエーテルを含む、請求項６記載の溶解液。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、活性エネルギー線硬化型インクジェット印刷に使用されるインキに用いられ
る溶解液に関する。この溶解液は、インクジェットインキを洗浄する際に用いる洗浄液と
して用いられ、また、装置を停止させている際にヘッド内に充填する保存液としても用い
られる。即ち本発明は、優れた洗浄性と印刷適性、および保存安定性を有する洗浄液およ
び保存液に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット印刷方式は、被印刷基材に対してインク組成物の微小液滴を付着させ、
画像や文字の記録を行うもので、印刷過程において版を使用しないことを特徴とする。版
を使用しない印刷方式として、他にも電子写真方式がよく知られているが、装置コスト、
ランニングコスト、印刷速度などの点でインクジェット印刷方式が優れているとされオン
デマンド印刷に対する需要増加もあるなかで、その需要がさらに拡大している。
近年のインクジェットヘッドの性能向上に伴い、既存印刷市場の少ロット印刷対応に注目
が集まっている。印刷市場では、生産性が重要であり、印刷速度が速いシングルパス方式
を用いることがほとんどである。印刷市場では紙系やフィルム系などの多種多様な基材が
存在し、基材によってインキの密着性が異なる。速い印刷速度と多基材印刷に対応するた
めには、硬化速度が速く、基材密着性の面で汎用性に優れた活性エネルギー線硬化型イン
キが最適である。
【０００３】
　また、シングルパス方式では、顕著にノズル抜けが画質に反映するため、インキには優
れた吐出性が要求され、良好な吐出性を発現・維持する必要がある。そのため、洗浄液に
は、優れた洗浄性のみでなく、吐出不良の原因となるインキ洗浄時の顔料分散安定性や、
ノズルプレートの撥水性維持などの保存適性も求められる。
【０００４】
　しかしながら、現状存在する洗浄液および保存液では、インキを洗浄する際に、インキ
濃度が希薄になるため、顔料の分散が壊れ、顔料凝集物のノズルが詰まりによる吐出不良
が発生する可能性が高い。特に、インキを洗浄した後、プリンターの輸送などにより、長
期にわたってインキが希薄の状態で保存される際に、このリスクが各段に高まる。さらに
、分散が壊れた顔料表面は、非常に表面自由エネルギーが高い状態であり、プリンターや
ヘッド内部の流路に付着するだけでなく、ノズルプレート表面にも強固に付着し、撥水性
を劣化させる原因となる。
【０００５】
　すなわち、活性エネルギー線硬化型インクジェットインキ洗浄用洗浄液および保存液の
開発にあたっては、優れた洗浄性と印刷適性、および保存安定性などの品質を持つことが
重要である。
【０００６】
　これまでに、洗浄液の検討として、特許文献１および２では、表面調整剤を用いて、優
れた洗浄性と吐出性を発現しているが、保存安定性を考慮しておらず、インキが希薄の状
態での長期保存に耐えることができない。また、水性用の洗浄液であり、活性エネルギー
線硬化型インキへの使用は適さない。一方、活性エネルギー線硬化型インキ用の洗浄液と
して、特許文献３では、分散樹脂を洗浄液に含有させ、洗浄性と分散安定性を発現させて
いる。しかし、活性エネルギー線硬化型インキに用いる顔料分散樹脂は、水性などに用い
る電荷反発による分散とは異なり、吸着性が高い分散樹脂を使用する。このため、顔料に
吸着しない余剰の分散樹脂がノズルプレート表面に吸着し、撥水性を劣化させ、吐出安定
性が著しく低下する。
【０００７】
　以上のように、優れた洗浄性と印刷適性、および保存安定性などの品質を持つ活性エネ
ルギー線硬化型インクジェットインキ洗浄用洗浄液および保存液は、いまだ得られていな
い現状である。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１１－１２６１４７号公報
【特許文献２】特願２００６－１４４３４５号公報
【特許文献３】特開２００７－２５４５５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、活性エネルギー線硬化型インクジェット印刷に使用されるインキを洗浄する
際に用いる洗浄液であり、かつ、装置を停止させている際にヘッド内に充填する保存液で
あり、優れた洗浄性と印刷適性、および保存安定性を有する洗浄液および保存液を提供す
るものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者は、少なくとも1種類以上の溶剤と１種類以上の顔料分散樹脂、および１種類
以上の表面調整剤を含有する、活性エネルギー線硬化型インクジェットインキ洗浄用洗浄
液および保存液を用いることで、前記課題が解決されることを見出して本発明を成したも
のである。
【００１１】
　すなわち本発明は、モノマーと、顔料分散樹脂と、表面調整剤とを含有する、活性エネ
ルギー線硬化型インクジェットインキ用非水系溶解液であって、
　表面調整剤が、シリコン系又はフッ素系の表面調整剤を含み、
　顔料分散樹脂の含有量が、溶解液全量に対して０．０５重量％以上４重量％以下であり
、
　表面調整剤の含有量が、溶解液全量に対して、０．０１重量％以上１０重量％以下であ
り、
　モノマーが、イソボルニルアクリレート、ラウリルアクリレート、シクロヘキシルアク
リレート、テトラヒドロフルフリルアクリレート、４－ｔ－ブチルシクロヘキシルアクリ
レート、カプロラクトン変性テトラヒドロフルフリルアクリレート、ｔ－ブチルアクリレ
ート、イソブチルアクリレート、イソオクチルアクリレート、イソステアリルアクリレー
ト、ステアリルアクリレート、イソアミルアクリレート、トリメチロールプロパンフォル
マルモノアクリレート、トリフルオロエチルアクリレート、アクリロイルモルホリン、Ｎ
－ビニルピロリドン、ヒドロキシフェノキシエチルアクリレート、ヒドロキシフェノキシ
プロピルアクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシプロピルア
クリレート、４－ヒドロキシブチルアクリレート、２-アクリロイロキシプロピルフタレ
ート、β-カルボキシルエチルアクリレート、ベンジルアクリレート、メチルフェノキシ
エチルアクリレート、２－フェノキシエチルアクリレート（あるいは、そのエチレンオキ
サイド並び／またはプロピレンオキサイド付加モノマー）、フェノキシジエチレングリコ
ールアクリレート、１、４-シクロヘキサンジメタノールモノアクリレート、Ｎ－アクリ
ロイルオキシエチルヘキサヒドロフタルイミド２－メトキシエチルアクリレート、メトキ
シトリエチレングリコールアクリレート、２－エトキシエチルアクリレート、３－メトキ
シブチルアクリレート、エトキシエトキシエチルアクリレート、ブトキシエチルアクリレ
ート、メトキシジプロピレングリコールアクリレート、ジプロピレングリコールアクリレ
ート、エトキシ化コハク酸アクリレート、ω-カルボキシポリカプロラクトンモノアクリ
レート、エチレングリコールジアクリレート、ジエチレングリコールジアクリレート、ポ
リエチレングリコールジアクリレート、ジプロピレングリコールジアクリレート、１，６
－ヘキサンジオールジアクリレート、１，９－ノナンジオールジアクリレート、１，１０
－デカンジオールジアクリレート、エトキシ化１，６－ヘキサンジオールジアクリレート
、ネオペンチルグリコールジアクリレート、ポリプロピレングリコールジアクリレート、
１，４－ブタンジオールジアクリレート、テトラエチレングリコールジアクリレート、２
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－ｎ－ブチル－２－エチル－１，３－プロパンジオールジアクリレート、ヒドロキシピバ
リン酸ネオペンチルグリコールジアクリレート、１，３－ブチレングリコールジアクリレ
ート、トリプロピレングリコールジアクリレート、エトキシ化トリプロピレングリコール
ジアクリレート、ネオペンチルグリコール変性トリメチロールプロパンジアクリレート、
ステアリン酸変性ペンタエリスリトールジアクリレート、ネオペンチルグリコールオリゴ
アクリレート、１，４－ブタンジオールオリゴアクリレート、１，６－ヘキサンジオール
オリゴアクリレート、エトキシ化ネオペンチルグリコールジアクリレート、プロポキシ化
ネオペンチルグリコールジアクリレート、トリプロピレングリコールジアクリレート、ビ
スフェノールＡジアクリレート、ジメチロールートリシクロデカンジアクリレート、プロ
ポキシ化ビスフェノールＡジアクリレート、エトキシ化ビスフェノールＡジアクリレート
、ビスフェノールＦジアクリレート、エトキシ化ビスフェノールＦジアクリレート、プロ
ポキシ化ビスフェノールＦジアクリレート、シクロヘキサンジメタノールジアクリレート
、ジメチロールジシクロペンタンジアクリレート、イソシアヌル酸ジアクリレート、プロ
ポキシ化イソシアヌル酸ジアクリレート、アクリル酸２－（２－ビニロキシエトキシ）エ
チル
からなる群より選択される一種以上である、
活性エネルギー線硬化型インクジェットインキ用非水系溶解液に関する。
　また、本発明は、モノマーが、溶解液を用いるインキに使用されている少なくとも１種
類以上のモノマーを溶解液全量に対して、３０重量％以上含む、上記溶解液に関する。
　また、本発明は、モノマーが、単官能または２官能モノマーを含む、上記溶解液に関す
る。
　また、本発明は、モノマーが、ジプロピレングリコールジアクリレート、アクリル酸２
－（２－ビニロキシエトキシ）エチル、及びフェノキシエチルアクリレートからなる群か
ら選択される１種又は２種以上を含む、上記溶解液に関する。
　また、本発明は、さらに、溶解液全量に対して０．０１～５重量％の重合禁止剤を含む
、請求項１～４いずれか記載の溶解液に関する。
　また、本発明は、さらに、有機溶剤を含む上記溶解液に関する。
　また、本発明は、有機溶剤が、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテートお
よび／またはジエチレングリコールジエチルエーテルを含む、上記溶解液に関する。
【発明の効果】
【００１２】
　少なくとも1種類以上の溶剤と１種類以上の顔料分散樹脂、および１種類以上の表面調
整剤を含有することにより、優れた洗浄性と印刷適性、および保存安定性を持つ活性エネ
ルギー線硬化型インクジェットインキ洗浄用洗浄液および保存液組成物を得ることができ
た。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明は、少なくとも1種類以上の溶剤と１種類以上の顔料分散樹脂、および１種類以
上の表面調整剤を含有することにより、優れた洗浄性と印刷適性、および保存安定性を持
つ活性エネルギー線硬化型インクジェットインキ用溶解液を得ることができる。本願発明
における溶解液は、洗浄液としても、保存液としても使用することができる。
【００１４】
　本発明における洗浄液とは、ヘッドよりエネルギー線硬化型インクジェットインキを吐
出するプリンターの流路およびヘッドを洗浄するために好適に使用されるものであり。ま
た、保存液とは、輸送や長期にわたって印刷を行わない際に、インキの硬化や分散破壊な
どの不慮によるインキ不吐出を防ぐために、インキをプリンター内から取り除き他の液体
で置換するために使用される。
【００１５】
　本発明における溶剤として、一般的な有機溶剤やモノマーを用いることができる。また
、必要に応じて、有機溶剤とモノマーを併用して使用することができる。
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【００１６】
　有機溶剤の具体例としては、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチ
レングリコールモノエチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノブチルエーテル
アセテート、ジエチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジエチレングリコー
ルモノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテート
、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノメ
チルエーテルアセテート、エチレングリコールモノメチルエーテルプロピオネート、エチ
レングリコールモノエチルエーテルプロピオネート、エチレングリコールモノブチルエー
テルプロピオネート、ジエチルジグリコール、ジエチレングリコールモノメチルエーテル
プロピオネート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルプロピオネート、ジエチレン
グリコールモノブチルエーテルプロピオネート、プロピレングリコールモノメチルエーテ
ルプロピオネート、ジプロピレングリコールモノメチルエーテルプロピオネート、エチレ
ングリコールモノメチルエーテルブチレート、エチレングリコールモノエチルエーテルブ
チレート、エチレングリコールモノブチルエーテルブチレート、ジエチレングリコールモ
ノメチルエーテルブチレート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルブチレート、ジ
エチレングリコールモノブチルエーテルブチレート、プロピレングリコールモノメチルエ
ーテルブチレート、ジプロピレングリコールモノメチルエーテルブチレート等のグリコー
ルモノアセテート類、エチレングリコールジアセテート、ジエチレングリコールジアセテ
ート、プロピレングリコールジアセテート、ジプロピレングリコールジアセテート、エチ
レングリコールアセテートプロピオネート、エチレングリコールアセテートブチレート、
エチレングリコールプロピオネートブチレート、エチレングリコールジプロピオネート、
ジエチレングリコールアセテートプロピオネート、ジエチレングリコールアセテートブチ
レート、ジエチレングリコールプロピオネートブチレート、ジエチレングリコールジプロ
ピオネート、プロピレングリコールアセテートプロピオネート、プロピレングリコールア
セテートブチレート、プロピレングリコールプロピオネートブチレート、プロピレングリ
コールジプロピオネート、ジプロピレングリコールアセテートプロピオネート、ジプロピ
レングリコールアセテートブチレート、ジプロピレングリコールプロピオネートブチレー
ト、ジプロピレングリコールジプロピオネート等のグリコールジアセテート類、エチレン
グリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、プロピレングリコール、
ジプロピレングリコール等のグリコール類、エチレングリコールモノブチルエーテル、プ
ロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、ジ
エチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、ジ
プロピレングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル
、ジプロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコールｎ－プロピルエー
テル、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレングリコールモノエチル
エーテル、トリエチレングリコールモノブチルエーテル、トリプロピレングリコールモノ
メチルエーテル等のグリコールエーテル類、乳酸メチル、乳酸エチル、乳酸プロピル、乳
酸ブチル等の乳酸エステル類があげられるが特に限定されるものではない。この中でも、
テトラエチレングリコールジアルキルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル
アセテート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコー
ルモノブチルエーテルアセテート、ジエチルジグリコールが好ましく、ヘッドやプリンタ
ーの部材適正と洗浄性を考慮すると、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテー
トがより好ましい。有機溶剤は、一種または必要に応じて二種以上用いてもよい
【００１７】
　また、モノマーを洗浄液および保存液に用いる場合は、洗浄に適した粘度にするために
、単官能もしくは、２官能のモノマーが適している。具体例としては、イソボルニルアク
リレート、ラウリルアクリレート、シクロヘキシルアクリレート、テトラヒドロフルフリ
ルアクリレート、４－ｔ－ブチルシクロヘキシルアクリレート、カプロラクトン変性テト
ラヒドロフルフリルアクリレート、ｔ－ブチルアクリレート、イソブチルアクリレート、
イソオクチルアクリレート、イソステアリルアクリレート、ステアリルアクリレート、イ



(7) JP 6060791 B2 2017.1.18

10

20

30

40

50

ソアミルアクリレート、トリメチロールプロパンフォルマルモノアクリレート、トリフル
オロエチルアクリレート、アクリロイルモルホリン、Ｎ－ビニルピロリドン、ヒドロキシ
フェノキシエチルアクリレート、ヒドロキシフェノキシプロピルアクリレート、２－ヒド
ロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシプロピルアクリレート、４－ヒドロキシブチ
ルアクリレート、２-アクリロイロキシプロピルフタレート、β-カルボキシルエチルアク
リレート、ベンジルアクリレート、メチルフェノキシエチルアクリレート、２－フェノキ
シエチルアクリレート（あるいは、そのエチレンオキサイド並び／またはプロピレンオキ
サイド付加モノマー）、フェノキシジエチレングリコールアクリレート、１、４-シクロ
ヘキサンジメタノールモノアクリレート、Ｎ－アクリロイルオキシエチルヘキサヒドロフ
タルイミド２－メトキシエチルアクリレート、メトキシトリエチレングリコールアクリレ
ート、２－エトキシエチルアクリレート、３－メトキシブチルアクリレート、エトキシエ
トキシエチルアクリレート、ブトキシエチルアクリレート、メトキシジプロピレングリコ
ールアクリレート、ジプロピレングリコールアクリレート、エトキシ化コハク酸アクリレ
ート、ω-カルボキシポリカプロラクトンモノアクリレート、エチレングリコールジアク
リレート、ジエチレングリコールジアクリレート、ポリエチレングリコールジアクリレー
ト、ジプロピレングリコールジアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート
、１，９－ノナンジオールジアクリレート、１，１０－デカンジオールジアクリレート、
エトキシ化１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリ
レート、ポリプロピレングリコールジアクリレート、１，４－ブタンジオールジアクリレ
ート、テトラエチレングリコールジアクリレート、２－ｎ－ブチル－２－エチル－１，３
－プロパンジオールジアクリレート、ヒドロキシピバリン酸ネオペンチルグリコールジア
クリレート、１，３－ブチレングリコールジアクリレート、トリプロピレングリコールジ
アクリレート、エトキシ化トリプロピレングリコールジアクリレート、ネオペンチルグリ
コール変性トリメチロールプロパンジアクリレート、ステアリン酸変性ペンタエリスリト
ールジアクリレート、ネオペンチルグリコールオリゴアクリレート、１，４－ブタンジオ
ールオリゴアクリレート、１，６－ヘキサンジオールオリゴアクリレート、エトキシ化ネ
オペンチルグリコールジアクリレート、プロポキシ化ネオペンチルグリコールジアクリレ
ート、トリプロピレングリコールジアクリレート、ビスフェノールＡジアクリレート、ジ
メチロールートリシクロデカンジアクリレート、プロポキシ化ビスフェノールＡジアクリ
レート、エトキシ化ビスフェノールＡジアクリレート、ビスフェノールＦジアクリレート
、エトキシ化ビスフェノールＦジアクリレート、プロポキシ化ビスフェノールＦジアクリ
レート、シクロヘキサンジメタノールジアクリレート、ジメチロールジシクロペンタンジ
アクリレート、イソシアヌル酸ジアクリレート、プロポキシ化イソシアヌル酸ジアクリレ
ート、アクリル酸２－（２－ビニロキシエトキシ）エチルなどが挙げられるがこれに限定
されるものではない。モノマーは、一種または必要に応じて二種以上用いてもよい。
【００１８】
　洗浄液の粘度は、良好な洗浄力を得るために、25℃において50mPa・s以下であることが
望ましい。また、洗浄液を保存液として用いる場合、インキに使用しているモノマーを少
なくとも1種類以上含有し、洗浄液中に30重量％以上含まれることが望ましい。インキに
使用しているモノマーを洗浄液中に含むことにより、顔料分散の安定性がより向上すると
共に、表面調整剤の効力を発揮しやすい相溶性のバランスを保ち、良好な印刷適正を保つ
ことができる。
【００１９】
　本発明では、インキを洗浄する際の顔料の分散性および保存安定性を向上させるために
顔料分散樹脂を含有する必要がある。本発明における顔料分散樹脂とは、活性エネルギー
線硬化型インクジェットインキに使用される顔料を分散することができる樹脂のことであ
り、分散する能力を有していれば特に限定しないが、洗浄するインキに含まれている顔料
分散樹脂であることが望ましい。
【００２０】
　顔料分散樹脂としては、水酸基含有カルボン酸エステル、長鎖ポリアミノアマイドと高
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分子量酸エステルの塩、高分子量ポリカルボン酸の塩、長鎖ポリアミノアマイドと極性酸
エステルの塩、高分子量不飽和酸エステル、高分子共重合物、変性ポリウレタン、変性ポ
リアクリレート、ポリエーテルエステル型アニオン系活性剤、ナフタレンスルホン酸ホル
マリン縮合物塩、芳香族スルホン酸ホルマリン縮合物塩、ポリオキシエチレンアルキルリ
ン酸エステル、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ステアリルアミンアセテー
ト等を用いることができる。
【００２１】
　顔料分散樹脂の具体例としては、ＢＹＫ Ｃｈｅｍｉｅ社製「Ａｎｔｉ－Ｔｅｒｒａ－
Ｕ（ポリアミノアマイド燐酸塩）」、「Ａｎｔｉ－Ｔｅｒｒａ－２０３／２０４（高分子
量ポリカルボン酸塩）」、「Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１０１（ポリアミノアマイド燐酸塩と
酸エステル）、１０７（水酸基含有カルボン酸エステル）、１１０、１１１（酸基を含む
共重合物）、１３０（ポリアマイド）、１６１、１６２、１６３、１６４、１６５、１６
６、１６８、１７０、ＬＰＮ２２２５２（高分子共重合物）」、「４００」、「Ｂｙｋｕ
ｍｅｎ」（高分子量不飽和酸エステル）、「ＢＹＫ－Ｐ１０４、Ｐ１０５（高分子量不飽
和酸ポリカルボン酸）」、「Ｐ１０４Ｓ、２４０Ｓ（高分子量不飽和酸ポリカルボン酸と
シリコン系）」、「Ｌａｃｔｉｍｏｎ（長鎖アミンと不飽和酸ポリカルボン酸とシリコン
）」が挙げられる。
【００２２】
　また、Ｅｆｋａ ＣＨＥＭＩＣＡＬＳ社製「エフカ４４、４６、４７、４８、４９、５
４、６３、６４、６５、６６、７１、７０１、７６４、７６６、７７０１」、「エフカポ
リマー１００（変性ポリアクリレート）、１５０（脂肪族系変性ポリマー）、４００、４
０１、４０２、４０３、４５０、４５１、４５２、４５３（変性ポリアクリレート）、７
４５（銅フタロシアニン系）」、共栄社化学社製「フローレン ＴＧ－７１０（ウレタン
オリゴマー）、「フローノンＳＨ－２９０、ＳＰ－１０００」、「ポリフローＮｏ．５０
Ｅ、Ｎｏ．３００（アクリル系共重合物）」、楠本化成社製「ディスパロン ＫＳ－８６
０、８７３ＳＮ、８７４（高分子顔料分散樹脂）、＃２１５０（脂肪族多価カルボン酸）
、＃７００４（ポリエーテルエステル型）」が挙げられる。
【００２３】
　さらに、花王社製「デモールＲＮ、Ｎ（ナフタレンスルホン酸ホルマリン縮合物ナトリ
ウム塩）、ＭＳ、Ｃ、ＳＮ－Ｂ（芳香族スルホン酸ホルマリン縮合物ナトリウム塩）、Ｅ
Ｐ」、「ホモゲノールＬ－１８（ポリカルボン酸型高分子）、「エマルゲン９２０、９３
０、９３１、９３５、９５０、９８５（ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル）、
「アセタミン２４（ココナッツアミンアセテート）、８６（ステアリルアミンアセテート
）」、ルーブリゾール社製「ソルスパース５０００（フタロシアニンアンモニウム塩系）
、１３９４０（ポリエステルアミン系）、１７０００（脂肪酸アミン系）、２４０００Ｇ
Ｒ、３２０００、３３０００、３５０００、３９０００、４１０００、５３０００、Ｊ－
１００、Ｊ－１８０、日光ケミカル社製「ニッコール Ｔ１０６（ポリオキシエチレンソ
ルビタンモノオレート）、ＭＹＳ－ＩＥＸ（ポリオキシエチレンモノステアレート）、Ｈ
ｅｘａｇｌｉｎｅ ４－０（ヘキサグリセリルテトラオレート）」、味の素ファインテク
ノ社製「アジスパーＰＢ８２１、８２２、８２４、８２７、７１１」、テゴケミサービス
社製「ＴＥＧＯＤｉｓｐｅｒ６８５」等が挙げられる。
【００２４】
　上記の中でも、ＢＹＫ社製「ＬＰＮ２２２５２」、ルーブリゾール社製「ソルスパーズ
Ｊ－１００、Ｊ－１８０」は、原理は定かではないが、顔料への吸着が良く分散安定性が
特に良好であり、洗浄するインキに含まれている顔料分散樹脂と異なっていても、インキ
使用している顔料分散樹脂と同等の物性を示す。
【００２５】
　顔料分散樹脂は洗浄液中に０．０１重量％以上１０重量％以下含まれることが好ましく
、より好ましくは、０．０２重量％以上５重量％以下である。
顔料分散樹脂は、洗浄液中に０．０１重量％程度の少量が存在するだけでも、インキが希
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釈された際に大きな分散安定化効果を発揮するが、顔料分散樹脂量が０．０２重量％以上
でより分散が安定し、良好な印刷適正を保つことができる。また、顔料分散樹脂量が５重
量％より多いと、余分な顔料分散樹脂が、ヘッドのノズルプレート表面に付着し、撥水性
が劣化する原因となる。
【００２６】
　本発明では、良好なノズルプレート撥水性を維持し、印刷適正を保つために、表面調整
剤を加えることが好ましい。本発明における表面調整剤とは、洗浄液中に１重量％添加し
た際に、インキ表面張力を０．５ｍＮ／ｍ以上下げる樹脂のことである。
【００２７】
　表面調整剤の具体例としては、ビックケミー社製「ＢＹＫ－３５０、３５２、３５４、
３５５、３５８Ｎ、３６１Ｎ、３８１Ｎ、３８１、３９２」、シリコン系として、ビック
ケミー社製「ＢＹＫ－３００、３０２、３０６、３０７、３１０、３１５、３２０、３２
２、３２３、３２５、３３０、３３１、３３３、３３７、３４０、３４４、３７０、３７
５、３７７、３５５、３５６、３５７、３９０、ＵＶ３５００、ＵＶ３５１０、ＵＶ３５
７０」テゴケミー社製「Ｔｅｇｏｒａｄ－２１００，２２００、２２５０、２５００、２
７００、TegoGlide－４１０、４３２、４５０」、フッ素系として、ネオス社製「フター
ジェント222Ｆ、フタージェント215M」等が挙げられるがこれに限定されるものではない
。これら表面調整剤は、一種または必要に応じて二種以上用いてもよい。
【００２８】
　表面調整剤を洗浄液中に含むことで、良好な洗浄性を示す。また、原理は定かではない
が、洗浄液中に表面調整剤を含むことで、表面調整剤がノズルプレートやインキ流路の壁
面に配向し、分散が壊れた顔料や、顔料に吸着しない余剰の分散樹脂がノズルプレート表
面やインキ流路壁面に付着するのを防止する。特に、シリコン系とフッ素系の表面調整剤
が良好な付着防止性を示す。
【００２９】
　本発明における洗浄液中の表面調整剤の量は、0.01重量％以上10重量％以下が好ましく
、より好ましくは、0.2重量％以上10重量％以下であり、さらに好ましくは、1重量％以上
10重量％以下が好ましい。
【００３０】
　洗浄液中に表面調整剤を0.01重量％以上含むことで、良好な洗浄性を示し、さらに添加
量が多い際に、顔料などの付着防止性が良好になる。洗浄液中に表面調整剤を10重量％以
上含むと、粘度が高くなり、洗浄液として適さなくなってしまう。
【００３１】
　本発明における洗浄液は、必要に応じて重合禁止剤を使用することができる。洗浄液に
用いる溶剤に重合性モノマーを使用した場合、重合禁止剤を用いることで、粘度上昇を防
ぎ、良好な保存安定性を有することができる。
【００３２】
　フェノチアジン、ハイドロキノン、p-メトキシフェノール、t-ブチルカテコール、ピロ
ガロール、ブチルヒドロキシトルエン等の重合禁止剤を必要に応じて、１種類または２種
類以上用いることができる。本発明の洗浄液には、重合禁止剤を０．０１～５重量％配合
することが好ましい。
【００３３】
　本発明における活性エネルギー線硬化型インクジェットインキとは、少なくとも、着色
剤、重合性モノマーおよび光重合開始剤を含み、必要に応じて表面調整剤、重合禁止剤、
溶剤を含むことができる。
【００３４】
　本発明における活性エネルギー線硬化型インクジェットインキには、必要に応じて上記
に示した単官能および２官能モノマーを用いることができる。また、必要に応じて多官能
モノマーを用いることができる。
【００３５】
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　多官能モノマーの具体例として、トリメチロールプロパントリアクリレート、ヒドロキ
シピバリン酸トリメチロールプロパントリアクリレート、エトキシ化リン酸トリアクリレ
ート、ペンタエリスリトールトリアクリレート、テトラメチロールプロパントリアクリレ
ート、テトラメチロールメタントリアクリレート、カプロラクトン変性トリメチロールプ
ロパントリアクリレート、プロポキシレートグリセリルトリアクリレート、トリメチロー
ルプロパンオリゴアクリレート、エトキシ化トリメチロールプロパントリアクリレート、
プロポキシ化トリメチロールプロパントリアクリレート、エトキシ化イソシアヌール酸ト
リアクリレート、トリ（２－ヒドロキシエチルイソシアヌレート）トリアクリレート、ト
リ（メタ）アリルイソシアヌレートトリメチロールプロパントリアクリレート、ヒドロキ
シピバリン酸トリメチロールプロパントリアクリレート、エトキシ化リン酸トリアクリレ
ート、ネオペンチルグリコール変性トリメチロールプロパンジアクリレート、ペンタエリ
スリトールトリアクリレート、テトラメチロールプロパントリアクリレート、テトラメチ
ロールメタントリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、カプロラク
トン変性トリメチロールプロパントリアクリレート、プロポキシレートグリセリルトリア
クリレート、テトラメチロールメタンテトラアクリレート、ペンタエリスリトールテトラ
アクリレート、ジトリメチロールプロパンテトラアクリレート、エトキシ化ペンタエリス
リトールテトラアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、カプロラク
トン変性ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、ジペンタエリスリトールヒドロキ
シペンタアクリレート、などが挙げられるがこれに限定されるものではない。２官能およ
び多官能のモノマーは、一種または必要に応じて二種以上用いてもよい。
【００３６】
　本発明における活性エネルギー線硬化型インクジェットインキには、上記以外にオリゴ
マー、プレポリマーと呼ばれるものを使用できる。具体的には、ダイセルＵＣＢ社製「Ｅ
ｂｅｃｒｙｌ２３０、２４４、２４５、２７０、２８０／１５ＩＢ、２８４、２８５、４
８３０、４８３５、４８５８、４８８３、８４０２、８８０３、８８００、２５４、２６
４、２６５、２９４／３５ＨＤ、１２５９、１２６４、４８６６、９２６０、８２１０、
１２９０．１２９０Ｋ、５１２９、２０００、２００１、２００２、２１００、ＫＲＭ７
２２２、ＫＲＭ７７３５、４８４２、２１０、２１５、４８２７、４８４９、６７００、
６７００－２０Ｔ、２０４、２０５、６６０２、２２０、４４５０、７７０、ＩＲＲ５６
７、８１、８４、８３、８０、６５７、８００、８０５、８０８、８１０、８１２、１６
５７、１８１０、ＩＲＲ３０２、４５０、６７０、８３０、８３５、８７０、１８３０、
１８７０、２８７０、ＩＲＲ２６７、８１３、ＩＲＲ４８３、８１１、４３６、４３８、
４４６、５０５、５２４、５２５、５５４Ｗ、５８４、５８６、７４５、７６７、１７０
１、１７５５、７４０／４０ＴＰ、６００、６０１、６０４、６０５、６０７、６０８、
６０９、６００／２５ＴＯ、６１６、６４５、６４８、８６０、１６０６、１６０８、１
６２９、１９４０、２９５８、２９５９、３２００、３２０１、３４０４、３４１１、３
４１２、３４１５、３５００、３５０２、３６００、３６０３、３６０４、３６０５、３
６０８、３７００、３７００－２０Ｈ、３７００－２０Ｔ、３７００－２５Ｒ、３７０１
、３７０１－２０Ｔ、３７０３、３７０２、ＲＤＸ６３１８２、６０４０、ＩＲＲ４１９
」、サートマー社製「ＣＮ１０４、ＣＮ１２０、ＣＮ１２４、ＣＮ１３６、ＣＮ１５１、
ＣＮ２２７０、ＣＮ２２７１Ｅ、ＣＮ４３５、ＣＮ４５４、ＣＮ９７０、ＣＮ９７１、Ｃ
Ｎ９７２、ＣＮ９７８２、ＣＮ９８１、ＣＮ９８９３、ＣＮ９９１」、ＢＡＳＦ社製「Ｌ
ａｒｏｍｅｒ　ＥＡ８１、ＬＲ８７１３、ＬＲ８７６５、ＬＲ８９８６、ＰＥ５６Ｆ、Ｐ
Ｅ４４Ｆ、ＬＲ８８００、ＰＥ４６Ｔ、ＬＲ８９０７、ＰＯ４３Ｆ、ＰＯ７７Ｆ、ＰＥ５
５Ｆ、ＬＲ８９６７、ＬＲ８９８１、ＬＲ８９８２、ＬＲ８９９２、ＬＲ９００４、ＬＲ
８９５６、ＬＲ８９８５、ＬＲ８９８７、ＵＰ３５Ｄ、ＵＡ１９Ｔ、ＬＲ９００５、ＰＯ
８３Ｆ、ＰＯ３３Ｆ、ＰＯ８４Ｆ、ＰＯ９４Ｆ、ＬＲ８８６３、ＬＲ８８６９、ＬＲ８８
８９、ＬＲ８９９７、ＬＲ８９９６、ＬＲ９０１３、ＬＲ９０１９、ＰＯ９０２６Ｖ、Ｐ
Ｅ９０２７Ｖ」、コグニス社製「フォトマー３００５、３０１５、３０１６、３０７２、
３９８２、３２１５、５０１０、５４２９、５４３０、５４３２、５６６２、５８０６、
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５９３０、６００８、６０１０、６０１９、６１８４、６２１０、６２１７、６２３０、
６８９１、６８９２、６８９３－２０Ｒ、６３６３、６５７２、３６６０」、根上工業社
製「アートレジンＵＮ－９０００ＨＰ、９０００ＰＥＰ、９２００Ａ、７６００、５２０
０、１００３、１２５５、３３２０ＨＡ、３３２０ＨＢ、３３２０ＨＣ、３３２０ＨＳ、
９０１Ｔ、１２００ＴＰＫ、６０６０ＰＴＭ、６０６０Ｐ」、日本合成化学社製「紫光　
ＵＶ－６６３０Ｂ、７０００Ｂ、７５１０Ｂ、７４６１ＴＥ、３０００Ｂ、３２００Ｂ、
３２１０ＥＡ、３３１０Ｂ、３５００ＢＡ、３５２０ＴＬ、３７００Ｂ、６１００Ｂ、６
６４０Ｂ、１４００Ｂ、１７００Ｂ、６３００Ｂ、７５５０Ｂ、７６０５Ｂ、７６１０Ｂ
、７６２０ＥＡ、７６３０Ｂ、７６４０Ｂ、２０００Ｂ、２０１０Ｂ、２２５０ＥＡ、２
７５０Ｂ」、日本化薬社製「カヤラッドＲ－２８０、Ｒ－１４６、Ｒ１３１、Ｒ－２０５
、ＥＸ２３２０，Ｒ１９０、Ｒ１３０、Ｒ－３００，Ｃ－００１１、ＴＣＲ－１２３４、
ＺＦＲ－１１２２、ＵＸ－２２０１，ＵＸ－２３０１，ＵＸ３２０４、ＵＸ－３３０１、
ＵＸ－４１０１，ＵＸ－６１０１、ＵＸ－７１０１、ＭＡＸ－５１０１、ＭＡＸ－５１０
０，ＭＡＸ－３５１０、ＵＸ－４１０１」等が挙げられる。
【００３７】
　また、インキの低粘度化、及び基材への濡れ広がり性を向上させるために、本発明にお
ける活性エネルギー線硬化型インクジェットインキに上記に示した有機溶剤を含有させて
もよい。
【００３８】
　本発明で説明する活性エネルギー線とは、電子線、紫外線、赤外線などの被照射体の電
子軌道に影響を与え、ラジカル、カチオン、アニオンなどの重合反応の引き金と成りうる
エネルギー線を示すが、重合反応を誘発させるエネルギー線であれば、これに限定しない
。
【００３９】
　着色剤としては、従来、染料や顔料が広く使用されているが、特に耐候性の面から顔料
を用いる場合が多い。顔料成分としては、カーボンブラック、酸化チタン、炭酸カルシウ
ム等の無彩色の顔料または有彩色の有機顔料が使用できる。有機顔料としては、トルイジ
ンレッド、トルイジンマルーン、ハンザエロー、ベンジジンエロー、ピラゾロンレッドな
どの不溶性アゾ顔料、リトールレッド、ヘリオボルドー、ピグメントスカーレット、パー
マネントレッド２Ｂなどの溶性アゾ顔料、アリザリン、インダントロン、チオインジゴマ
ルーンなどの建染染料からの誘導体、フタロシアニンブルー、フタロシアニングリーンな
どのフタロシアニン系有機顔料、キナクリドンレッド、キナクリドンマゼンタなどのキナ
クリドン系有機顔料、ペリレンレッド、ペリレンスカーレットなどのペリレン系有機顔料
、イソインドリノンエロー、イソインドリノンオレンジなどのイソインドリノン系有機顔
料、ピランスロンレッド、ピランスロンオレンジなどのピランスロン系有機顔料、チオイ
ンジゴ系有機顔料、縮合アゾ系有機顔料、ベンズイミダゾロン系有機顔料、キノフタロン
エローなどのキノフタロン系有機顔料、イソインドリンエローなどのイソインドリン系有
機顔料、その他の顔料として、フラバンスロンエロー、アシルアミドエロー、ニッケルア
ゾエロー、銅アゾメチンエロー、ペリノンオレンジ、アンスロンオレンジ、ジアンスラキ
ノニルレッド、ジオキサジンバイオレット等が挙げられる。
【００４０】
　有機顔料をカラーインデックス（C.I.）ナンバーで例示すると、C.I.ピグメントエロー
１２、１３、１４、１７、２０、２４、７４、８３、８６　９３、１０９、１１０、１１
７、１２０、１２５、１２８、１２９、１３７、１３８、１３９、１４７、１４８、１５
０、１５１、１５３、１５４、１５５、１６６、１６８、１８０、１８５、C.I.ピグメン
トオレンジ１６、３６、４３、５１、５５、５９、６１、C.I.ピグメントレッド９、４８
、４９、５２、５３、５７、９７、１２２、１２３、１４９、１６８、１７７、１８０、
１９２、２０２、２０６、２１５、２１６、２１７、２２０、２２３、２２４、２２６、
２２７、２２８、２３８、２４０、C.I.ピグメントバイオレット１９、２３、２９、３０
、３７、４０、５０、C.I.ピグメントブルー１５、１５：１、１５：３、１５：４、１５
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：６、２２、６０、６４、C.I.ピグメントグリーン７、３６、C.I.ピグメントブラウン２
３、２５、２６等が挙げられる。
カーボンブラックの具体例としては、デグサ社製「Ｓｐｅｃｉａｌ　ＢＬＣＡＫ３５０、
２５０、１００、５５０、５、４、４Ａ、６」「ＰｒｉｎｔｅｘＵ、Ｖ、１４０Ｕ、１４
０Ｖ、９５、９０、８５、８０、７５、５５、４５、４０、Ｐ、６０、Ｌ６、Ｌ、３００
、３０、３、３５、２５、Ａ、Ｇ」、キャボット社製「ＲＥＧＡＬ４００Ｒ、６６０Ｒ、
３３０Ｒ、２５０Ｒ」「ＭＯＧＵＬ　Ｅ、Ｌ」、三菱化学社製「ＭＡ７、８、１１、７７
、１００、１００Ｒ、１００Ｓ、２２０、２３０」「＃２７００、＃２６５０、＃２６０
０、＃２００、＃２３５０、＃２３００、＃２２００、＃１０００、＃９９０、＃９８０
、＃９７０、＃９６０、＃９５０、＃９００、＃８５０、＃７５０、＃６５０、＃５２、
＃５０、＃４７、＃４５、＃４５Ｌ、＃４４、＃４０、＃３３、＃３３２、＃３０、＃２
５、＃２０、＃１０、＃５、ＣＦ９、＃９５、＃２６０」等が挙げられる。
【００４１】
　酸化チタンの具体例としては、石原産業社製「タイペークＣＲ－５０、５０－２、５７
、８０、９０、９３、９５、９５３、９７、６０、６０－２、６３、６７、５８、５８－
２、８５」「タイペークＲ－８２０，８３０、９３０、５５０、６３０、６８０、６７０
、５８０、７８０、７８０－２、８５０、８５５」「タイペークＡ－１００、２２０」「
タイペークＷ－１０」「タイペークＰＦ－７４０、７４４」「ＴＴＯ－５５（Ａ）、５５
（Ｂ）、５５（Ｃ）、５５（Ｄ）、５５（Ｓ）、５５（Ｎ）、５１（Ａ）、５１（Ｃ）」
「ＴＴＯ－Ｓ－１、２」「ＴＴＯ－Ｍ－１、２」、テイカ社製「チタニックスＪＲ－３０
１、４０３、４０５、６００Ａ、６０５、６００Ｅ、６０３、８０５、８０６、７０１、
８００、８０８」「チタニックスＪＡ－１、Ｃ、３、４、５」、デュポン社製「タイピュ
アＲ－９００、９０２、９６０、７０６、９３１」等が挙げられる。
【００４２】
　本発明における活性エネルギー線硬化型インクジェットインキに使用する顔料は、十分
な濃度および十分な耐光性を得るため、インキ中に０．１～３０重量％の範囲で含まれる
ことが好ましい。
【００４３】
　本発明における活性エネルギー線硬化型インクジェットインキに、顔料の分散性および
インキの保存安定性を向上させるために上記に示した顔料分散樹脂を添加するのが好まし
いく、顔料分散樹脂はインキ中に０．０１～２０重量％含まれることが好ましい。
【００４４】
　本発明における活性エネルギー線硬化型インクジェットインキには、、顔料の分散性お
よびインキの保存安定性をより向上させるために、有機顔料の酸性誘導体を顔料の分散時
に配合することが好ましい。
【００４５】
　本発明における活性エネルギー線硬化型インクジェットインキにおける光重合開始剤の
具体例は、４－（メチルフェニルチオ）フェニル〕フェニルメタノン、ベンゾインイソブ
チルエーテル、２、４－ジエチルチオキサントン、２－イソプロピルチオキサントン、ベ
ンジル、２，４、６－トリメチルベンゾイルジフェニルフォスフィンオキシド、２－ベン
ジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタン－１－オン、ビ
ス（２、４、６－ジメトキシベンゾイル）－２、４、４－トリメチルペンチルフォスフィ
ンオキシド、１，２－オクタンジオン、１－（４－（フェニルチオ）－２，２－（Ｏ－ベ
ンゾイルオキシム））、オリゴ（２－ヒドロキシ－２－メチル－１－（４－（１－メチル
ビニル）フェニル）プロパノン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、ベンゾ
インエチルエーテル、ベンジルジメチルケタール、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フ
ェニルプロパン－１－オン、１－（４－イソプロピルフェニル）－２－ヒドロキシ－２－
メチルプロパン－１－オンおよび２－メチル－１－（４－メチルチオフェニル）－２－モ
ルフォリノプロパン－１－オン、ベンゾフェノン、４－フェニルベンゾフェノン、イソフ
タルフェノン、４－ベンゾイル－４'－メチル－ジフェニルスルフィド等が挙げられ、必
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要に応じて複数の光重合開始剤を併用しても良い。これらの重合開始剤は一例であり、こ
れに限定されるものではない。
【００４６】
　本発明における活性エネルギー線硬化型インクジェットインキには、必要に応じて増感
剤を用いることが望ましい。具体例は、エチル－４－ジメチルアミノベンゾエート、トリ
メチルアミン、メチルジメタノールアミン、トリエタノールアミン、ｐ－ジエチルアミノ
アセトフェノン、ｐ－ジメチルアミノ安息香酸エチル、ｐ－ジメチルアミノ安息香酸イソ
アミル、Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミンおよび４，４'－ビス（ジエチルアミノ）ベン
ゾフェノン等の、前述重合性成分と付加反応を起こさないアミン類を併用することもでき
る。もちろん、上記光ラジカル重合開始剤や増感剤は、紫外線硬化性化合物への溶解性に
優れ、紫外線透過性を阻害しないものを選択して用いることが好ましい。また、上記増感
剤は一例であり、これに限定されるものではない。
【００４７】
　上記光重合開始剤および増感剤は、重合性モノマーに対し、２～２５重量％含有するこ
とが好ましい。２重量％未満であると硬化速度が著しく悪化し、２５重量％より多いと、
含有量が１０重量％のものと硬化速度が変わらないばかりか、溶解残りが発生する場合が
あり、熱をかけて溶け残りを溶かしたとしても、インキの粘度が上昇し、インクジェット
吐出性が悪化するという問題がある。
【００４８】
　本発明における活性エネルギー線硬化型インクジェットインキには、必要に応じて上記
に示した表面調整剤を用いることが好ましい。
【００４９】
　表面調整剤は、活性エネルギー線硬化型インクジェットインキ中に０．００１～５重量
％含まれることが好ましい。０．００１重量％未満では濡れ広がりが悪くなり、５重量％
より多くても、表面調整剤がインキ界面に配向しきれず、一定の効果までしか発現しない
。
【００５０】
　本発明では、インキの経時での粘度安定性、経時後の吐出性、記録装置内での機上の粘
度安定性を高めるため、重合禁止剤として、フェノチアジン、ハイドロキノン、p-メトキ
シフェノール、t-ブチルカテコール、ピロガロール、ブチルヒドロキシトルエン等の重合
禁止剤を必要に応じて、１種類または２種類以上用いることができる。本発明のインクジ
ェットインキには、重合禁止剤をインキ中０．０１～５重量％配合することが好ましい。
【００５１】
　本発明における洗浄液および活性エネルギー線硬化型インクジェットインキ組成物は、
ヘッドでの詰まりを防止するため、光重合開始剤の溶解後に、孔径３μｍ以下、好ましく
は孔径１μ以下のフィルターにて濾過することが好ましい。
【００５２】
　また本発明の活性エネルギー線硬化型インクジェットインキは、ピエゾヘッドにおいて
は１０μＳ／ｃｍ以下の電導度とし、ヘッド内部での電気的な腐食のないインキとするこ
とが好ましい。またコンティニュアスタイプにおいては、電解質による電導度の調整が必
要であり、この場合には０．５ｍＳ／ｃｍ以上の電導度に調整する必要がある。
【００５３】
［実施例］
　以下実施例および比較例により本発明をさらに具体的に説明するが、本発明の態様がこ
れらの例に限定されるものではない。なお以下については、部数は全て重量部を表す。
　なお、実施例１、２、５、６、１１、１２、１５、１７～１９は参考例である。
                                                                                
【００５４】
（インキＭ１の作製）
顔料　　　  キナクリドン顔料（クライアント社製）
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「ＩＮＫ Ｊｅｔ Ｍａｇｅｎｔａ Ｅ５Ｂ０２」                    ３０．０部
顔料分散樹脂　ソルスパース３２０００(ルーブリゾール社製)              １５．０部
モノマー　　ジプロピレンクリコールジアクリレート               　     ５５．０部
上記材料をハイスピードミキサー等で均一になるまで撹拌した後、得られたミルベースを
横型サンドミルで約１時間分散することで、顔料分散体を作製した。作製した顔料分散体
１０．０部と下記材料を組み合わせて、４５℃に加熱しながら回転式ディスパーを用いて
3時間攪拌し、１μｍのメンブランフィルターで濾過を行いインキＭ１を作製した。
【００５５】
モノマー      ジプロピレンクリコールジアクリレート(ＢＡＳＦ社製)　    １７．０部
              アクリル酸２－（２－ビニロキシエトキシ）エチル(日本触媒社製)
                                                               　     ４０．０部
              Ｎ-ビニルカプロラクタム(ＢＡＳＦ社製)                   ２０．０部
開始剤        イルガキュア８１９(ＢＡＳＦ社製)                        ２．５部
              Lucirin TPO(ＢＡＳＦ社製)                             ２．５部
              イルガキュア３６９(ＢＡＳＦ社製)                        ２．５部
              ＫＡＹＡＣＵＲＥ　ＢＭＳ(日本化薬社製)                  ２．５部
禁止剤 ＢＨＴスワノックス（精工化学社製）               １．０部
              フェノチアジン（精工化学社製）                          １．０部
表面調整剤    ＢＹＫ　ＵＶ３５１０ (ビックケミー社製)                 １．０部
【００５６】
（インキＫ１の作製）
　上記インキＭ１に使用した顔料をカーボンブラック顔料(デグサ社製「Ｓｐｅｃｉａｌ
　Ｂｌａｃｋ３５０」に変更し、インキＭ１の作製と同様な手順でインキＫ１を作製した
。
【００５７】
（インキＷ１の作製）
上記インキＭ１に使用した顔料を酸化チタン顔料(石原産業社製「ＰＦ－７４０」に変更
し、同様な手順で顔料分散体を作製したのち、上記インキＭ１に使用したＮ-ビニルカプ
ロラクタムを酸化チタン顔料の顔料分散体の全て置き換えた以外、同様な手順でインキＷ
１を作製した。
【００５８】
（インキＭ２の作製）
上記インキＭ１に使用した顔料分散樹脂をソルスパーズＪ－１００(ルーブリゾール社製)
に変更し、インキＭ１の作製と同様な手順でインキＭ２を作製した。
【００５９】
［実施例１～実施例１０］
次に、表１配合処方にて、表の上から順次撹拌しながら添加し、４５℃に加熱しながら回
転式ディスパーを用いて３０分攪拌し、１μｍのメンブランフィルターで濾過を行い、洗
浄液組成物を得た。得られた洗浄液組成物と上記インキ組成物を用いて、洗浄性評価およ
び保存性評価を実施した。
【００６０】
［実施例１１～実施例２２］
実施例１～１０と同様に、表２配合処方にて、洗浄液組成物を作製し、洗浄性評価および
保存性評価を実施した。
【００６１】
［比較例１～比較例４］
　実施例１～１０と同様に、表３配合処方にて、洗浄液組成物を作製し、洗浄性評価およ
び保存性評価を実施した。
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【表２】
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【表３】

【００６２】
表１～３におけるインキ原料は、
BuCBAc ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテート(ダイセル化学社製)
DEDG          ジエチルジグリコール　(日本乳化剤社製)
BGAc          エチレングリコーモノエチルエーテルアセテート　(ダイセル化学社製)
ＤＰＧＤＡ    ジプロピレングリコールジアクリレート　(ＢＡＳＦ社製)
ＶＥＥＡ      アクリル酸２－（２－ビニロキシエトキシ）エチル　(日本触媒社製)
ＰＥＡ フェノキシエチルアクリレート　(サートマー社製)
SP32000       ソルスパーズ32000　(ルーブリゾール社製)
EFKA7701      EFKA7701 (Ｅｆｋａ ＣＨＥＭＩＣＡＬＳ社製）
SP J-100      ソルスパーズJ-100　(ルーブリゾール社製)
SP J-180      ソルスパーズJ-180　(ルーブリゾール社製)
LPN22252      LPN22252 (ビックケミー社製)
BYK UV3510    BYK UV3510 (ビックケミー社製)
BYK 333       BYK 333 (ビックケミー社製)
ＦＴ222F      フタージェント222Ｆ(ネオス社製)
BYK 361N      BYK 361N(ビックケミー社製)
ＢＨＴ ＢＨＴスワノックス（精工化学社製）
を使用して作製した。
【００６３】
（洗浄性試験）
30mlのガラスシャーレにインキを５g入れシャーレに均一に延ばし、インキを廃棄した後
、洗浄液を５g入れシャーレに均一に延ばし、シャーレを洗浄、洗浄液廃棄を3回繰り返し
た時のシャーレの色残りを評価。
評価基準は以下の通りであり、○以上を良好とする。
◎： ほとんどインキの色残りがない
○： わずかにインキの色残りあり
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×：　インキの色残りがある
【００６４】
（連続吐出試験）
ヘッド(京セラ社製ＫＪ－４Ａ)にインキを入れ、1万発吐出した後、洗浄液をつけた布で
ノズルをふき取る作業を100回実施後、ノズル抜けを確認。
評価基準は以下の通りであり、○以上を良好とする。
◎： ノズル抜けなし
○： ノズル抜け１～２個
△： ノズル抜け３個～１０個
×： ノズル抜け１１個以上
【００６５】
（分散安定性試験）
洗浄液でインキを０．１重量％まで希釈した、インキ希釈液をガラス瓶に入れて45℃１ヵ
月経時し、経時後の顔料の沈降度合を評価
評価基準は以下の通りであり、○以上を良好とする。
◎： ほとんど顔料が沈降しない
○： わずかに顔料が沈降する
×： ほとんどの顔料が沈降する
【００６６】
（ノズルプレート撥水性試験）
洗浄液でインキを０．１重量％まで希釈した、インキ希釈液に、ヘッド(京セラ社製ＫＪ
－４Ａ)のノズルプレート部分を浸漬して、45℃１ヵ月経時し、乾いた布で洗浄液を取り
除いたのち、ノズルプレート表面と水1ulの接触角を測定してノズルプレート撥水性を確
認した。
評価基準は以下の通りであり、△以上を良好とする。
◎： 水の接触角が90°以上
○： 水の接触角が80°以上90°未満
△： 水の接触角が70°以上80°未満
×： 水の接触角が70°未満
【００６７】
（保存安定性試験）
ヘッド内のインキ濃度が0.1重量％になるまでインキを洗浄し、ヘッドを取り外して45℃
１ヶ月経時、インキを再充填して印刷テスト。
◎： ノズル抜けなし
○： ノズル抜け１～２個     
△： ノズル抜け３個～１０個
×： ノズル抜け１１個以上
【００６８】
　実施例１～２２は、少なくとも1種類以上の溶剤と１種類以上の顔料分散樹脂、および
１種類以上の表面調整剤を含有した例であり、洗浄性、連続吐出性、分散安定性、ノズル
プレート撥水性、保存安定性のいずれにおいても、良好な結果が得られた。
【００６９】
　実施例２～４、７～９、１１～１６は、インキと同じ顔料分散樹脂を含み、かつ顔料分
散樹脂量が０．０２重量％以上含まれているため、顔料へ顔料分散樹脂が吸着し、より良
好な分散安定性示している。また、２～３、７～９、１１～１６は、顔料分散樹脂量が５
重量％以下であるため、顔料に吸着しない余剰の顔料分散樹脂量が少なく、良好なノズル
プレート撥水性を維持している。
　実施例７～９、１３～１６は、インキに使用している重合性モノマーを30重量％以上含
有しており、顔料分散樹脂と表面調整剤が有効に作用し、さらに良好な連続吐出性を示し
ている。



(19) JP 6060791 B2 2017.1.18

10

20

【００７０】
　実施例１１～１４は、表面調整剤を０．２重量％以上１０重量％以下使用しており、よ
り良好なノズルプレート撥水性を示す。さらに実施例１４は、表面調整剤量が1重量％以
上10重量％以下含有し、かつ、重合性モノマーを使用しており、さらに良好な洗浄性と連
続吐出性、保存安定性を示している。
　実施例１７～２２は、洗浄液中の顔料分散樹脂として、ソルスパーズＪ－１００、ソル
スパーズＪ－１８０、ＬＰＮ２２２５２を使用しており、インキに使用している顔料分散
樹脂と種類が異なっていても、より良好な分散安定性を示している。さらに、実施例２０
～２２は、重合性モノマーと併用しており、より良好な連続吐出性を示している。
【００７１】
　比較例１は、顔料分散樹脂および表面調整剤を含まないため、各試験結果において著し
く劣る結果となっている。
【００７２】
　比較例２～３は、顔料分散樹脂を含むが、表面調整剤が含まれておらず、洗浄性が悪い
。また、ノズルプレートへの顔料および余剰顔料分散樹脂の吸着を防ぐことができず、保
存安定性が悪い。
　比較例４は、顔料分散樹脂を含まないため、洗浄性と連続吐出性の短期的な評価は良好
であるが、分散安定性、ノズルプレート撥水性、保存安定性などの長期経時評価が著しく
悪くなっている。
【００７３】
　以上の結果から、優れた洗浄性と印刷適性、および保存安定性を有する洗浄液および保
存液を得るためには、少なくとも1種類以上の溶剤と１種類以上の顔料分散樹脂、および
１種類以上の表面調整剤を含有することが必須条件であることが確認された。
【産業上の利用可能性】
【００７４】
　本発明は、活性エネルギー線硬化型インクジェット印刷に使用されるインキを洗浄する
際に用いる洗浄液であり、かつ、装置を停止させている際にヘッド内に充填する保存液で
あり、優れた洗浄性と印刷適性、および保存安定性を示すことから、例えば工業用途や産
業用途でのインクジェット印刷に利用することができる。
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